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自己紹介

• クロアチア出身

• お茶の水女子大学

→日研生としてお茶大に留学

→研究生

→修士課程（日本語教育コース）

→博士課程（国際日本学領域）

• 研究の種類：会話データの調査（実証研究）
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• 漠然としていた興味・関心を絞る

• 論文を書くための必要な技を鍛える

実際にしたこと：

文献：探す→読む→まとめる→整理

研究課題整理表を作ってみる▷

研究背景・動機（＋先行研究）の整理

Goal

M1前期 M1後期 M2前期 M2後期
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授業や自習で身に付けること：

文献の探し方・まとめ方・整理の仕方

論文の形式、書き方

調査・分析方法の技術（協力者募集、会話デ
ータの収集、文字起こしなど）

M1前期 M1後期 M2前期 M2後期
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10月までに：

授業のレポート

文献：探す→読む→まとめる→整理

チャレンジ：教育実習

M1前期 M1後期 M2前期 M2後期
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• 先行研究の整理

• 予備調査の準備

実際にしたこと：

文献を読んで先行研究としてまとめる

研究計画を書き直す→ゼミで発表

予備調査の準備

予備調査のための倫理審査申請書

チャレンジ：学会発表

Goal

M1前期 M1後期 M2前期 M2後期
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予備調査について：

• 調査方法をチェック

• 仮説をチェック（どんな結果が出るのか）

• 少人数→５組

• 対象者は全ての条件を満たさなくてもいい

M1前期 M1後期 M2前期 M2後期

7



4月までに：

予備調査を行う

予備調査のデータの分析を試みる

研究計画の再検討

本調査のための倫理審査申請書

M1前期 M1後期 M2前期 M2後期
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• 研究課題の決定

• 本調査の実施

実際にしたこと：

研究計画をゼミで発表する

研究課題の決定

本調査を行う

中間発表（6月）

Goal

M1前期 M1後期 M2前期 M2後期
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１０月までに：

会話データの文字起こし

文字起こしのネイティブチェック

分析を試みて、結果と考察を書いてみる

M1前期 M1後期 M2前期 M2後期
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• 1月の修論提出

実際にしたこと：

分析してみたデータをゼミで発表（１０月）

分析方法と結果の検討

執筆に取り掛かる

ネイティブチェック

１２月中旬までに草稿

Goal

M1前期 M1後期 M2前期 M2後期
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執筆について：

• ２ヶ月間弱

• はじめに・先行研究・研究方法の修正

• 本論（結果＆考察）から書く

• 形式について先輩の論文を参考にする

• ネイティブチェック・誤字／脱字！！

M1前期 M1後期 M2前期 M2後期
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締切：

• 修士論文の提出（1月上旬）

• 修士論文の審査（1月下旬）

チャレンジ：学会発表

M1前期 M1後期 M2前期 M2後期
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M
2
後
期

流れのまとめ

M
2
前
期

M
1
後
期

M
1
前
期
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M
2
後
期

流れのまとめ

必要なスキルを身に付ける

文献：探す→読む→まとめる→整理

M
2
前
期

M
1
後
期

M
1
前
期
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M
2
後
期

流れのまとめ

先行研究の整理

予備調査の準備＆実施

M
2
前
期

M
1
後
期

M
1
前
期
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M
2
後
期

流れのまとめ

研究課題の決定

本調査の実施

M
2
前
期

M
1
後
期

M
1
前
期
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M
2
後
期

流れのまとめ

分析枠組・結果＆考察の検討

執筆

M
2
前
期

M
1
後
期

M
1
前
期
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これから起こりうる問題①

• テーマが決まらない

→先行研究を読んでまとめてみる

→同期生・先輩・先生に相談（LALAにも！）

• 対象者が見つからない

→予備調査の重要性

→条件を変える
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これから起こりうる問題②

• なかなか進まない

→先行研究からヒントをもらう

→同期生・先輩・先生に相談（LALAにも！）

→息抜きが必要かも

• ついつい焦ってしまう

→他人と比べないで、自分のペースで行こう
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まとめてみると

• 先行研究をしっかり読む

• 綿密に研究計画を立てる

• 他の人に見てもらう

• 予備調査が大事！

• とりあえずやってみる
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先輩からのアドバイス

• 学会参加

–発表者としてもチャレンジ

• 勉強会

–違うゼミの人、少人数、新観点、リハーサル

• 趣味

–ジム、ヨガ、料理教室、映画、ジャグリング・・

• 体調を崩さないように気を付ける

–息抜き、体調管理、食事、運動
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